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第 1 章 はじめに 

 

1.1 研究背景 

 

中国では高齢化の進行に伴い、高齢者の生活の質の維持・向上が社会的課題となっている。

とりわけ、身体機能の低下や慢性疾患の増加に加え、社会参加機会の減少や心理的負担の増

大が、ウェルビーイングの低下につながりうる。旅行活動は日常生活圏から一時的に離れ、

気分転換や刺激、社会的交流を得る契機となる可能性があり、高齢期のウェルビーイングに

寄与しうる行動として注目される。 

 

1.2 先行研究の到達点 

 

先行研究では、余暇活動や旅行経験が心理的健康や生活満足に関連する可能性が報告され

てきた一方、高齢者を対象に「旅行参加の有無」を明確に定義し、認知的側面と情動的側面

の双方からウェルビーイングを同時に検討した量的研究は十分とは言い難い。また、旅行参

加は健康状態や生活機能、経済条件の影響を受けやすく、単純比較では「旅行できる人は

元々条件が良い」という交絡の問題が残る。 

 

1.3 研究目的 

 

本研究は、中国四川省都江堰市・青城山地域の高齢者を対象に、過去 12 か月以内の宿泊旅

行（少なくとも 1 泊）の経験有無がウェルビーイング（生活満足度および感情経験）に与え

る影響を検討することを目的とする。加えて、健康・生活機能等の交絡要因を統制した上で

も関連が維持されるかを検証する。 

 

第 2 章 研究方法 

 

2.1 調査対象と調査報告 

 

調査は都江堰頤养中心の協力のもと実施し、60 歳以上の高齢者 177 名の有効回答を得た。

旅行経験は「過去 12 か月以内に日常生活圏を離れ、少なくとも 1 泊を伴う旅行をしたか（1=

有、0=無）」で測定し、旅行あり 83 名、旅行なし 94 名であった。 

 

2.2 分析項目 

 

本研究で用いた分析項目は以下のとおりである。 

 

1）従属変数（ウェルビーイング） 

 

(1)生活満足度（認知的側面）：Satisfaction With Life Scale（SWLS）5 項目の合計得点

（SWLS_SUM）を用いた。 

(2)否定感情（情動的側面）： I-PANAS-SF の否定感情（NA）5 項目の合計得点

（NA_SUM）を用いた。 

(3)肯定感情（情動的側面）： I-PANAS-SF の肯定感情（PA） 5 項目の合計得点

（PA5_SUM）を用いた。 

 

2）独立変数（旅行活動） 

(1)旅行有無：過去 12 か月以内に日常生活圏を離れ、少なくとも 1 泊を伴う旅行経験の有無

を用いた。 

（必要に応じて旅行回数も把握したが、要旨では主要分析を旅行有無に焦点化した。） 
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3）統制変数 

(1) 年齢 

(2) 性別 

(3) 学歴 

(4) 経済状況（主観） 

(5) 主観的健康状態 

(6) 慢性疾患の有無 

(7) ADL（介助程度） 

(8) IADL（日用品の買い物可否） 

 

2.3 統計解析 

 

まず旅行有無による群間差を独立標本 t 検定で検討した。次に、統制変数を加えた線形回帰

分析により、旅行有無の独自関連を検証した。尺度の信頼性は Cronbach’s αで確認し、PA

は 5 項目版で内的一貫性が低かったため、当該項目を除外した 4 項目版 PA による感度分析を

行った。 

 

第 3 章 研究結果 

 

3.1 旅行有無による群間差（t 検定） 

 

旅行あり群は旅行なし群に比べ、SWLS が有意に高く（13.30 vs 18.45）、NA が有意に低

く（15.16 vs 10.95）、PA が有意に高かった（PA5：13.82 vs 17.36；いずれも p<.001）。ま

た 4 項目版 PA でも同様に旅行あり群が有意に高かった（p<.001）。 

 

3.2 旅行有無による群間差（統制後の回帰分析） 

 

統制変数を投入した回帰分析でも、旅行有無は SWLS と正の関連（B=2.752, β=.295, 

p<.001）、NA と負の関連（B=-1.962, β=-.228, p=.002）、PA5 と正の関連（B=1.880, β

=.304, p<.001）を示した。さらに 4 項目版 PA でも旅行有無の効果は維持され（B=2.172, β

=.309, p<.001）、結論の頑健性が支持された。 

 

第 4 章 考察 

 

本研究は、過去 12 か月以内の宿泊旅行経験が高齢者のウェルビーイング（生活満足度、肯

定感情、否定感情）と関連する可能性を示した。健康状態や生活機能、経済条件等を統制し

ても関連が残ったことから、旅行経験は単なる健康差だけでは説明しきれない心理的・社会

的意義を持つ可能性がある。一方、横断研究であるため因果は確定できず、ウェルビーイン

グが高い者ほど旅行に参加しやすい逆方向の可能性も残る。また情動尺度の一部項目は解釈

差の影響が示唆され、今後は翻訳・測定等価性の検討や縦断的研究により、旅行活動がウェ

ルビーイングに及ぼす過程を精緻に検証する必要がある。 
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